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シンクロ連動引戸金具 自閉式
施 工 ガ イ ド

この操作は戸を閉めきった状態で行うようにしてください。
それ以外の状態で操作を行うと、金物が破損する恐れがあります。

シャッター

戸を
閉め

る方
向

※調整ねじがこちら
　側にある場合

トルク
調整ねじ

■クローザーユニットの設定

■クローザーユニットの調整
引戸が閉まりきらない場合

初期状態では、自閉駆動力は適正ではありません。クローザー
ユニットの設定をする必要があります。
この操作は必ず、引戸を吊込んだ状態でおこなってください。

①戸を手動で閉めきってください。

②レールと戸の隙間から、駆動ギヤユ
ニットをマイナスドライバーなどで押
し下げると、駆動ギヤが回転します。　
回転が自然に止まると、ぜんまいの巻
きがリセットされます。

③化粧カバーのシャッターを下にスライ
ドさせてはずします。

④マイナスドライバーで、駆動ギヤの側
面にあるトルク調整ねじを、矢印の方
向へ回します。4周回すのが標準の駆
動力となります。

⑤調整後、シャッターを化粧カバーに嵌
め込みます。

■フリーストップ機能のオンとオフ

■操作説明シールの貼付け

戸を閉めた状態で切替レバーを傾けると、フリーストップ機能をオフにするこ
とができます。

●戸がどこかに干渉して、摩擦抵抗が発生している場合があります。戸に干渉
する箇所がないようにしてください。

●レールのラックギヤと駆動ギヤのかみ合わせが合わず、空回りしている場合は、
吊り車を上下に調整して、かみ合うようにしてください。

●以上の問題が解消しても閉まりきらない場合は、上記「■クローザーユニッ
トの設定」を参照し、トルク調整ねじを回して駆動力を強めてください。調
整する際は、戸が閉まる速度をこまめに確認しながら調整してください。

引戸を開ける時に重い・勢いよく閉まってしまう場合
●上記「■クローザーユニットの設定」の手順を最初からおこなってください。
調整する際は、戸が閉まる速度をこまめに確認しながら調整してください。

※駆動ギヤユニット保護の為、トルク調整ねじを弱方向に回そうとしても、ドライ
バーの歯が引っ掛からず、回せないようになっております。

オン オフ

駆動ギヤ

レール

戸を
閉め

る方
向

切替レバー

戸を
閉め

る方
向

戸を
閉め

る方
向

すべての金物の調整が完了したら、引戸木口面の下側
に「ご入居様向け操作説明」シールを台紙からはがして
貼ります。

シール

戸尻

■戸の連結
②戸Ⓐのキャッチの溝を、戸Ⓑのジョイントに
　横から挿入します。

①戸Ⓐと戸Ⓑを戸尻側へ移動させます。 ③ドライバーや定規等でキャッチのカバーを
　下ろします。

戸Ⓑ

ジョイント

戸先

戸Ⓐ
キャッチ

戸Ⓑ

キャッチ

戸Ⓐ

ジョイント

③ドライバーや定規等でキャッチのカバーを
　下ろします。

戸Ⓑ
キャッチ

カバー

戸Ⓐ

定規等

カバーが下りない場合は、キャッチの取付けねじが浮いていたり、ジョイントが
キャッチの中心に納まってないことが考えられますので、ご確認ください。
また、カバーを下ろさないで開閉すると、キャッチが破損したり、ジョイントが
キャッチからはずれるおそれがありますので、必ずカバーを下ろしてから動作確認
をしてください。

キャッチのセンターに
納まっている。

キャッチのセンターに
納まっていない。

キャッチ

ジョイント

戸Ⓐの底面 キャッチ戸Ⓐの底面

戸Ⓑの底面 戸Ⓑの底面

ジョイント

シンクロ連動引戸金具 自閉式
施 工 ガ イ ド

スライダー

SU-121-26.5
または
SU-121-29

SU-121-26.5
または
SU-121-29

戸先

6.キャッチの取付け
①戸Ⓐの戸尻端部（戸Ⓑと重なる側）にSU-132を取付けます。

戸Ⓐ
ねじの頭が浮かないよう
に取付けてください。

戸を
開け
る方
向

45戸Ⓐ

戸の底面に
合わせる

カバー

戸尻

SU-132

ジョイントの位置や向きを間違えないように取付けて
ください。

7.ジョイントの取付け

①SU-121-26.5またはSU-121-29の穴が開いている側を、
　SU-101のスライダーに挿入します。

穴

戸尻

スライダー

床付け
ジョイント

戸Ⓑ

③固定カップ部にホルダー部をしっかり
と差し込みます。

※しっかりと差込み、抜けないことを
　ご確認ください。

④ホルダー部のねじを回し、戸を適正な
位置まで調整してください。ホルダー部
のねじを回すと戸の上下調整ができます。

※調整時に戸を持ち上げると、
　調整をしやすい場合があります。

※ソフトクローズの速度調整は
　できません。

ラックギヤ

駆動ギヤユニット

レール

2.戸Ⓐの吊込み
①上部吊り車のホルダー部の上下調整

ねじを左に回し、最下位置まで下げま
す。

②クローザーユニットを手で押さえる
と、駆動ギヤユニットがゆっくり下
がります。その状態で戸を起こし、
レールのラックギヤと嚙み合わせ
ます。

上下調整ねじ

ホルダー部

上下調整ねじ

■戸の吊込み

③戸と床付けジョイントのすきまが7～9ｍｍ
の範囲内であることを確認してください。範
囲外の場合は、添付のスペーサーで調整して
ください。　　　　　　　　　　　　　　
※1枚1.5ｍｍ厚のスペーサーが3枚添付　
　されています。

床付けジョイントスペーサー

7～
9

壁戸Ⓑ

1.戸Ⓑの吊込み

壁

戸Ⓑ

①上部吊り車をレール内
　に挿入し、上枠にレール
　を取付けた後、戸Ⓑを
　吊込みます。

床付けジョイント

壁

②床付けジョイントを指定位置で固定します。

戸Ⓑ

22.
5

20.3（22.8）

図はジョイントにSU-121-26.5を使用する場合。
（　）内はSU-121-29を使用する場合。

現時点では下ろさ
ないでください。

製品紹介 259～261製品紹介 259～261

ホルダー部 固定カップ部

738




